
独立住宅がどのように空間の広がりを獲得しているか
現代若手建築家の手がける住宅 建築に着目

平面分析
仕切り・用途

断面分析
吹抜け・段差

空間構成分析
仕切長・吹抜け面積

仕切り -壁・常閉扉

A　なし B　一部 C 　あり
( 空間差あり )

D　あり
( 空間差なし )

用途

a　単数 b　複数

共有部

居室

設備室

吹抜け あ　なし い　あり

ア　なし イ　あり -  小 - 中以下の段差

中 - 小上がり

大 - スキップフロア

段差

断面

2. 仕切りがない
　開放性がある空間
　面積小に多い

1. 全て一致
　プライバシーの確保された空間

3. 段差のみ
　床で空間に変化をつける

or
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共有部のみのフロア

共有部が水平方向に広い
（面積大に多い）
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X 値
Max：33（事例 11）
Min：0（事例 14.18.5.7）
Ave：11
X2=2X1
→平均以上が平均以下の 2倍の
範囲に分布

Y 値
Max：32（事例 3）
Min：0（事例 14.18.16.22.20.1.6.19.12.13）
Ave：7
Y2≧3Y1
→平均以上が平均以下の 3倍以
　上の範囲に分布

X軸：仕切長 /延床面積（%）
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①傾き 4の直線
②傾き 0.4 の直線
③吹抜け 0

①、②は
Xと Yが正の比例関係

Xが増えると Yが増える
なぜか？

①

②

③

3 2 222 31

1131 12

床を縦方向の仕切りと捉える。

①傾き 4の直線

・面積が小さい事例
吹抜けで上下に空間を広くする
仕切りは最小限

増加

増加

X=
仕切長

延床面積

変わらない

減少

Y=
吹抜け面積

延床面積

増加

減少

増加

増加

X=
仕切長

延床面積

増加

減少

Y=
吹抜け面積

延床面積

増加

減少

①傾き 0.4 の直線

・面積が比較的大きい事例
閉じた居室（仕切長）がある
吹抜けのある共有部がある

吹抜けが増えるとき・・・
延床面積　→　減少（必然）
仕切長　→　変わらない

居室（仕切長）が増えるとき・・・
共有部（吹抜け）　→　増加
延床面積　→　減少

仕切長増加の分
①よりも傾き Y/X が小さくなる

③吹抜け 0

・面積が大きい
共有部の広がりを吹抜けを使わず
水平方向の広さで確保

・面積が小さい
用途を階で分ける
仕切りが少ない

or

現代日本独立住宅における仕切りと貫通
- 東京建築士会住宅建築賞受賞作の分析 -　cy14016 清水由紀子

東京都建築士会独立住宅受賞作（2011-2017）
用途が独立住宅の 23 事例

方法対象背景と目的

平面分析

断面分析

2.座りやすくする（中）

4-1F

1.用途境界をつくる（小）

3-1F

3. 同じフロアの中で
　空間に変化をつける（中・大）

22-2F

4. 階の境界を曖昧にする（大）

8-2F

5. 縦に空間を活用（大）
（面積小のとき）

2-1F

6. 下階の空間を確保（大）

6-1F

段差の役割

2.採光

7

3. 縦に広い空間

4

4. 家事動線

21-1F.2F

5. 階段の形状で
　生まれる

232-1F.2F

1. 上下階の人の繋がり

吹抜けの役割 吹抜けなしのときの傾向

用途境界・仕切り・段差の関係

建物ごとのタイプ

居室

10-1F 21-2F 23-2F 11-1F

1. 動線の
アフォーダンス（一部）

2. 視界の操作（一部） 3. 居室のプライバシー確保
　（あり）　

4. 用途境界をつくる
　（全て）

仕切りの役割

単数 複数

手すりや段差 プライバシーのある居室

共有部

設備室・居室

例外：シナの木と白い家

18-3F 12-1F
10-2F

20-1F

用途と面積
方法

空間構成分析

相関グラフ 相関グラフ　考察

仕切長と吹抜け面積　データ 分布図　基本情報　

断面分析では吹抜けと段差に着目する。吹抜けによって縦方向の貫
通を見ることができる。段差は資料編を作成してみて、多くの事例
に作られているので着目することにした。平面分析と同様に 1フロ
アごとにタイプ分けした後に重ね合わせて建物全体のタイプとす
る。ここに出てくる概念図は全て断面を表している。

平面分析では仕切りと用途に着目する。仕切りは壁と常閉扉とする。
用途は共有部、居室、設備室をぬり分ける。仕切りを 4タイプ、用
途を 2タイプに分けた。

単数では面積の大小で用途が変わる。複数では面積の大小で閉じた空間を持つかそうでないかが変わる。

平面分析と断面分析から水平方向に
も垂直方向にも仕切りが空間の大ま
かな構成を決めると考えた。そこで
水平方向の仕切りと垂直方向の仕切
りである床（吹抜け）使って空間構
成を分析をすることにした。仕切長、
吹抜け面積をデータ化し、その値を
図のようにグラフ化する。2つの値
には正の比例関係があると捉え、そ
の理由を考察した。


